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第２０回白馬村地域公共交通会議 会議概要 

招 集 年 月 日 平成２８年１０月２８日（金） 

招 集 の 場 所 白馬村役場３０２会議室 

開 催 時 間 午後３時～４時２０分 

委  員 

長野県企画振興部 交通政策課長  丸山 賢治 代理 

北安曇地方事務所長  久保田 俊一 代理 

大町建設事務所長  坂下 伸弘 代理 

大町警察署白馬村交番所長  小林 正之 代理 

アルピコ交通㈱  大口 秀英 出 

アルプス第一交通㈱  上條 良民 出 

信州アルピコタクシー㈱大町支社  薄井 浩章 出 

白馬観光タクシー㈱  風間 雅裕 出 

（社）長野県バス協会  倉島 義和 欠 

長野県タクシー協会  耳塚 喜門 欠 

公募委員  速水 政文 出 

公募委員  渡邉  宏 欠 

北陸信越運輸局長野運輸支局長  松本昭弘 代理 

アルピコ労働組合川中島バス支部  高橋 泰雄 欠 

信州アルピコタクシー労働組合  海端 浩二 代理 

白馬村観光課長  篠崎 孔一 出 

白馬村健康福祉課長  太田 洋一 出 

事務局 

白馬村総務課長  吉田 久夫 出 

白馬村総務課企画係長  田中 洋介 出 

オブザーバー 

白馬村役場観光課観光係長  長澤 肇 出 

白馬村健康福祉課主査  下川 貴彦 出 

白馬村観光局主任  栗林 祐太 出 

 

進行：総務課長 

 

１．開 会 

 風間副会長 
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２．会長あいさつ（村長） 

 シーズンは昨シーズンの雪不足の影響により、予想もしない大雪渓ルートの雪解により９月１日より

通行止めの事態となりました。お客様の安全を第一に考え、関係者で協議のうえ、苦渋の選択をした結

果となった 

通行止めまでは大きな事故もないシーズンであったがは後半は残念。運輸事業者、登山関係者には大

打撃となり、改めて自然の偉大さを感じるとともに、しっかり来シーズンに備えなければならないと考

える。 

今年は順調な降雪を期待し、多くのお客様に白馬の冬を楽しんでいただけるよう、万全の準備を進め

たい。 

 

３．報告事項 

会長進行 

 

報告事項  

平成２７年度デマンド型乗合タクシー等について、健康福祉課長より資料説明。 

 

～質疑・意見～ 

 

Ｑ：免許返納は 

Ａ：１２名 

 

４．協議事項 

 協議事項 

平成２８年度ナイトシャトルバス運行計画（案）について、観光課長説明。 

 

～質疑・意見～ 

Ｑ：北陸信越運輸局長野運輸支局 

  県道３３号線新規ルートか 

Ａ：そのとおり。事業者決定後、改めて相談したい。 

 

Ｑ：長野県交通政策課 

  外国人、日本人割合は 

Ａ：ほとんど外国人。外国人がターゲット。 

 

観光課長 

 欠席の渡邉委員より、日本人向けに大町ラインに停留所増やして旨の意見が事前にあったが、次年度

以降の課題としたい。 

 

Ｑ：長野県交通政策課 
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  財源である地方創生交付金、来年度はないが 

Ａ：以前は、県の元気づくり支援金を財源とした。県も共に考えてほしい。 

 

Ｑ：副会長 

  糸魚川線は今年は。 

Ａ：昨年は東急ホテルから糸魚川、今年は小谷村も予定。日本人の乗車もあった。昨年は糸魚川青年会

議所が運航し無料だった。 

 

５．その他 

白馬村とＳＢドライブ㈱との連携協定について事務局より説明。 

 

Ｑ：北陸信越運輸局長野運輸支局 

  バスの想定か。 

Ａ：そのとおり。バス事業者から借用予定。 

 

Ｑ：公募委員（速水） 

  住民の足か、事業者向けか。 

Ａ：可能性として、住民も考える。 

 

Ｑ：副会長 

  なぜＳＢドライブか。 

Ａ：先方からの提案。 

 

Ｑ：北陸信越運輸局長野運輸支局 

  世界的な課題だが法整備追いつかない。公共交通政策の観点からアドバスしたい。 

Ａ：お願いしたい。 

 

Ｑ：長野県交通政策課 

  実験したあと白馬村に残るものは。県に情報提供お願いしたい。 

Ａ：雪道対策等の経験が財産となる。県も共に考えてほしい。 

 

６．閉 会 

 風間副会長 


